
（１）背景・目的

・ 棚田地域は中山間地域の中でも特に地形条件が厳しく、他の地
域と比べても農業者の高齢化が進行

・ 営農を継続し地域を維持してくためには、スマート農業技術を活用
した省力化が不可欠

～棚田地域でのスマート農業導入のための県のモデル事業～

○ みらいちゃんの棚田教室 in 相川小学校 令和８年５月11日

○ 佐渡市立相川小学校の４年生を対象に、棚田教室を実施。
○ 達者の棚田（協力：達者地域づくりの会）において、田植え体験を実施するとともに、ふりかえり学習において、
「棚田が耕作されなくなった場合、どうなるか」を考察させ、多面的機能（防災・景観保全等）への理解を深めた。

○ 次回は6月15日に「生き物調査」を予定。

ふりかえり学習の資料

植え方の説明 田植えの様子

集合写真 ふりかえり学習
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山本さんから
教わった植え
方で一生懸命
頑張りました

気づけば泥だらけ！
夢中で頑張った勲章です。

はじめの一歩は、みん
なおそるおそる

＼参加した児童全員が「楽しかった！」／

満足度 100% !!
「とても楽しかった」… 12名
「まあまあ楽しかった」… 2名
ー相川小4年生
14名のアンケート結果より
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初めての田植え
自分の手でやってみよう！

みんなで記念撮影

棚田について、気づいたこと 棚田がなくなったら、どうなってしまう？

・階段みたいになっている
・田んぼの水は温かい ・生き物がいっぱいいた
・稲は二酸化炭素を吸って、酸素を出している
・稲の持ち方、植え方があること
・農業をしている人は、頑張ってお米を作っている

・おいしいお米が食べられなくなる、取れる量が減る
・酸素が少なくなる
・作っている人が（もっと）大変になる

ー相川小4年生 14名のアンケート結果より
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